
　

小
社
主
催
の
異
業
種
交
流
会
「
第

二
〇
回
東
海
財
界
倶
楽
部
」
が
「
ホ

テ
ル
オ
ー
ク
ラ
レ
ス
ト
ラ
ン
」
で
開

か
れ
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
成
田
俊

一
氏
に
よ
る
「
私
が
見
て
き
た　

今

の
北
朝
鮮
」
と
題
す
る
講
演
を
開
催

し
た
。

　

成
田
氏
は
、
暴
力
団
、
企
業
犯
罪

な
ど
を
専
門
的
に
取
材
を
行
い
、
執

筆
活
動
を
続
け
て
い
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
。
ま
た
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
は
、

毎
年
一
回
北
朝
鮮
に
入
り
、
第
一
線

で
取
材
を
行
い
、
雑
誌
な
ど
で
記
事

を
発
表
し
て
い
る
。
今
年
も
、
五
月

二
十
三
日
か
ら
六
月
一
日
ま
で
、
北

朝
鮮
を
訪
れ
、
現
地
取
材
を
行
っ
て

き
た
。

　

北
朝
鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
な

ど
緊
迫
す
る
国
際
情
勢
の
中
、
自
身

の
目
で
見
て
き
た
北
朝
鮮
の
今
を

語
っ
た
。

　
「
一
〇
年
間
取
材
を
続
け
て
い
る
と

道
路
や
建
物
な
ど
驚
く
く
ら
い
発
展
を

し
て
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
豊
か

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
か
ら
先
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
く
か

は
、
国
の
リ
ー
ダ
ー
を
神
様
の
よ
う
に

あ
が
め
る
気
持
ち
の
有
り
様
が
不
安
で

あ
り
、
怖
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ

し
て
、
あ
れ
だ
け
の
ミ
サ
イ
ル
を
開
発

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
は
こ
れ
か

ら
よ
り
深
刻
な
問
題
を
抱
え
る
よ
う
に

思
え
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
記
者
と
し

て
の
見
解
と
し
て
は
、
北
朝
鮮
は
戦
争

を
起
こ
す
こ
と
は
無
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
事
を
起
こ
し
た
ら
自
国
が
消
滅
し

て
し
ま
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。
現

状
は
軍
事
的
な
こ
と
ば
か
り
が
報
道
さ

れ
て
い
る
が
、
平
和
な
道
を
探
し
て
い

る
こ
と
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」

　

講
演
の
後
、
歓
談
に
移
り
和
や
か
に

懇
親
し
た
。

　

主
な
参
加
者
は
、
中
日
本
興
業
・
服

部
徹
社
長
、
ホ
ク
セ
イ
・
山
下
三
男
社

長
、
セ
ン
ト
レ
ア
・
中
山
厚
監
査
役
、

産
経
新
聞
・
櫻
井
大
輔
名
古
屋
総
局
長
、

駐
名
古
屋
大
韓
民
国
総
領
事
館
・
鄭
煥

星
総
領
事
ら
。

東
海
財
界
倶
楽
部
例
会
開
催

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
成
田
俊
一
氏
を
招
い
て

講演を行う成田俊一氏

乾杯の挨拶を行うホクセイの山下三男社長


